
リアルとヴアーテュアル

リアルと,ァ ーチヤルのX別 が原J町↓に【す能か

否か Ⅲ「忙だとすればそれは何によって十■■さ

,■るのか

ヴデーチャルリアリティ(仮想It文=VR)技 ni

が H指 すのは,栄 打,会とは川の人 には1.「をあた

かも現実イに会であるかの1く れ岐することでは

なく Irt安の世:舛の‖地をはりなくlt“に再明

し さ らに班抑 !いに文除1,な々化をもたらす

ことにイしならない

医師の外科手術とVR

s Dり(惚として‖'班されたモニタの担党hf H〈をlモ

レの子がかりとしてタト「千“ヤを力[すレtⅢⅢは ま

さにVRの ド!舛に世人しているが そ うした世人

を介してそのにⅢⅢはIl実の身体にメスを人イ■忠

神1を明|なする

そこでの技術的よ旭はリアルとヴア
ーチヤルの

比舛を消去することであり

その1支llの女4‖:はそうした比 l「の近 rl的洵去

によつて伴市にさイiる

リアルと'ァ ーチャルの境界の消共

リアルと',一 チャルのイ( 故のブ)か人ド町也

VRの 「ヴァーチャルJと いう詰め`j也‖‖つと|よ

われる 「偽物Jと いうと,(合いよほは火われて
いる

リアルとブァーチャルカHl りヽなく近うくな)せに

こそ ヴ 「―チヤルという‖J也の核,いかある

(興H太郎  「 リアルとヴ,一チ■ル hi HⅢl術

け代の4硝をとしての 1ヽ拍!怖1担J   片波市‖11  ヤ子
ヤ 0 4  カ 敵/付l i tのl r十 ょ り)

リアル/ヴァーチャルという三分法 ?

芸能人をW“■でH喋 したとき 多 くの人が 「テ
レビと同じだJと はってしまう
CDな どのれ旨lllllを介して首水を蛇くことは
「リアルJな ■Ⅲこたを 「ブァーチャルJに 任欧
することであったはすだが ラ イブおiなをはき
に行つた人わ` 「CDと同じたつたJと いうは思を
け定的になものとして'とべることをJに する
ナラフリング1セ術の地|いにより 爪 ,Fらt体を介
してたでられる古Xは それド||卜として ■ 減な
では■して表現できないナ物となつた

ヴァーチャルという概念の再検討

そオしかた物てあるか“ヽかと rrァ _チ ャルか‖∫

かとは  志 の対はナ係にあるわけではなさそ

うだ

リアルと',一 チャルの モ分AそjⅢⅢ,tされねは

ならない

J「悠は リ アルか'テ ーチャルかとい う をイⅢく
の‖とをしているわけで まない
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実体の極

リアル化       ポ シアルーリアル

あらかじめ決定された結体からの選'」

ホテンシャル化   リ アルーポシブル

選別のための網 卜としてのリツースのと出

デジタル化それ増■は柑親のポテンシャル化であっ
てヴァーチャル化ではない

アジタル化されたテータは 判 説可能な仕方で表示
される可能lL全体を一定のコードによって予め決定
されたものとして護fllされる

出来事の極

・アクチュアル化 ツ ァーチヤルーアクチュアル
・「今ここ」での一つのHPH題に対するlFF4Lの発 ll

であり 選 別ではなく新たな惜鞭の創地である
oブァーチャル化 ア クチュアルーヴ7-チ ヤル

「今ここ」からの離皿=冊と傾上化を通じて■え
られた岬決から別の山題提起へと移行する命」造
であり、

テキス トの例

テキストがrLまれ一定の1そ釈がなされるのはア

クチュアル化であり、rrたな解犯の源泉として

テキストが向題捉起的になるのはツアーチャル

化である

テキストがヨンピュータに打ち込まれてデジタ

ル化されるのはホテンシャル化であり そ うし

て打ち込んだ文字がディスプレイにHl由可能な

形で表示されるのはリアル化である

我々の人間性

二つのヴァーチャル化 ↓によつてll成される

言打によるリアルタイムのヴデーチャルイヒ

技術の拡大に‖tう身体 行 jJ 物件ⅢⅢ職ltの

ヴアーチャル化

市J性をllした仕会131羽係の複肘化に‖4ぅ茶力め

ヴアーチャル化

ヴアーチャル化とリアリティ

個人の村刑,こrllと身llN的機能のあり方を条件づ

ける言声F 技 術 ■ 会刊度といつた去世により

可能となり

そのプ,一 チャル化のitl栄 計 ‖J人は泌打的
実践l19 ‖:会“,にiVE合された■合的仰性のjj!い

子として1コ1に 1引わり合う

統々に‖禁される其旭 !ltのr卜でリアリティを
り(有するようになる
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情報技術の融合

Web14術の発展  オ ンラインコマース 校 禁
エンジン SNS

・ 「サイバースペース」のいでの技llF的発展
・W●b投1テによつて実現される 「サイバースペー

スJの trl麺→リアルとヴァーチャルの問題

性r4.に対する意味づけを情rlr/術ll」に可能にす
る残■を■りH」すインフラの社容
wq峻 術に核就叫になt十 タグをIfl実世界のⅢ
にうめこむことによって 「サイバースペースJ
を現実に!舛に加み込んだ者古典と見なせるが

同‖iに 現 実 ■界の方が 「サイ六一スベースJ
に祉み込まれてもいる

ユピキタスは初iによって 事 物の つ ひとつ

あらゆる空帆 来 ほすべてがt子 情神“とされ

その情報の取得が現実世lJの言ど;性に小ir欠とな
る

現安とコンピュータとのすれをはりなくゼ,に

すること ず れの極小化はユビキタスのltめて
高いおt用性とwebの中本になきllr合性とのFH4合に

よつて可能となる

ウェアラブルが い わば我々が 「サイ′`―スベー

スJの 中へ入るための技初Fであるとすれば ユ ビキ
タスはこの現実性外を丸ごと 『サイタ`一スベース』
のⅢへ引き入れるための投 lrでもある
Web■ ウェアラブル■ユビキタスという技術融合は

現実世界の包打的情報化を栄たすポラブル/リアル

は1のFFたな遅勁である

この実体のldにある延勁はヴァーチャル化という
「fh来Ⅲ」の抽における迎JJそれ卜体をヴァーチャ
ル化させる方Ⅲへと条件づける

・TH 人々の経欧肘141/J二体情報のデータ化 デ ータ
ベース化
その市積に基づく刑々人への物理的 認 知的
フィードバック

個人から得られたレ大なデータは 収 集 1年析
されて可び‖d人へとフィードバックされる必要
がある
それを投fl l13に実現するのがw●b敗15

ユビキタスコンピューテイング

Web+ウ ェアラブル+ユ ビキタスコンピュー

ティング
oモ ノ 人  生 1出を主とする実世界のの状況をヨ

ンピュウータに完全に記前させることを目怖す

投flr
,RFIDtt術に基づく電子タグを所ヽりllけて世叫Ⅲ

のあらゆる事物に一意の破,1ヨードを付与する

lt llr



ヴァーチャル化のヴァーチャル化

犯糾号[畔2益船陥;有そR年↓彗lrを
作り

f忙★‖t舛には‖!技付FをJめ 込むといい|こ 川 りt口tツR
の,ま味を‖‖t仕術のltでitし川1つて 「サイ′`

―ス
本一スJを も合むけ‖!|1舛をより広大な川ナは!lrと
してい榊 独しようとする 「ヴテーチィルのウァ

ー

チャル化Jの イと想

叫共‖W!と h与|‖ⅢワIとの間“合

ll‖々世界が llりこ‖り十そのものであるというfl実_t一
我々の■1子のあり方を変奈させざると件ない ユ ビ

キクス十に会に13ける予き11とは何か

WWUIセ ↑卍こよつて llL来口t堺と 「サイ′`
一スベー

スJと の'比ツ|か峻峠になり け '[の‖IJ(Ⅲについて

は杷‖t舛のHi来Ⅲか州ナは1舛で♂〕‖来■かを■けJす

ること卜‖|が 力tt峡 1ヒさオして↓ヽく
wttu技 ‖|の冬件|‖十によつていかなるヴ,一 チ“

ル化も被旅のアクチュアルにの つ の形とにすきな

くなる
lllk‖り|でのブ,一 チャル化H)「‖‖!舛でのヴア

ー

チャル化ヽ ど ちらわらとちらへの'テ
ー千iル (し

もすべてⅢlじステイタスを1)つ

hi ll″)lh付″)!!い 「?

1崎付[の"!いrすなわちにrL的セ'ドイ お よひそ
ぅした,rドィに1'料を,1は' 古ヽ体的イ|れイとは
とのようなものなのうヽ

行ん仔とは i‖J句い■Jlに ドイト‖ 通 は11セ備
えた進ウラステムであり そ イ■か

道仙1サ門t質をす1つ行んに町わるみに,とは市り行わ
イと1子まれる

行んイに道な帆 tl T力引‖えすとも そのイfんキが
ヤ忠を,き 起こしたことについて1批けm「忙
(aぐぐぃⅢ n tハh●)で あるなら十まそのイ|んイは通

はⅢ,行れイとして旭竹Ⅲ31討笥晰の■“となる
企共などの対tT  l体ソフトウェア ー

lヽ H !的エンティティのアルIjリズムをけらかに
する仙無化レベルではなく アルゴリズムをフ
ランクボツクスに人れた主主エンティティをナじ
ごとオフジェクトとしてlLえるⅢⅢ姿化レベルに
おいては 通 よ々Ⅲわイナん仔と性なされる

ユビ■タス社会の情章R国への道徳的責

任

打たな行れイや'世1セを1〕イ|する人|‖に 対する「〔

lT鞭ながより立要11を川す

我々人‖|はエコロジカルなllL!|!J【ういて,酌ど

nり高どはをしつつ1■比をと|!するいめがある

人卜をhf Hl円のi4地十 体 イIイ |||十キと位出
づける その11いなlLⅢl市々の

4Ⅲり1な1と付1勺|〔十「を行する一年んtl十1‖t tti

■肛1に は ||で十まなく ‖「‖ⅢHにア十る彬世にの

み1にうく

ユ ビキタス社会における善き生とは

フロリディ
い!堺がすべてhiHせ|ヒされ それ払きには11とら
れないユビキタス打モ会において 古 さ1ことはイ「1

カJ

ドをいを1lHせ的にとらえるための」‖
rF化F法をft

‖iH!」一ヤh:1カ/‖Ht=店 H!Ⅲうエンティティ

おと,ど的イf″し1作"コ,‖ 力=ont
)と体的■本ヤmmJ は ■にnt

人|‖に1来される1と付Ⅲt rf任
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我々の倫理

実質的な倫理Hl断を下す際には 道徳的主体とし

ての我々というや定の祝点が大車
巾軸町t4術によつてユピキタス社会が実現され

たならば 現実世界と情報世界との融合がと'じ

情報“,エンティティの仙型が問われようが し

かし 扇Ⅲ合が生じていてもなお 情 報技術の中
に生きる我々の愉型は 情報技術とともにと'きる

我々のlF四!のもとでJわ れなければならない

不可視化されるア
ーキテクチャー

現実社会と情報1世界の融合によって不可祖化される
のは情報lJ界を支えるアーキアクチャである
。情報世界において最も効果的な規llを可能にするの
はブHグ ラム(ヨード)と いうアーキテクチャであ

る

法や規掩はそれらによつて規|」される者がそれらの

存在を意記していなければll十↓の力を有しない

アーキテクチャはそうした自党のないままでも規制
できる

コー ドによる規制

ヨードによる規11は規付Jそのものを兄えなくする

民主llな意志を3jlめる可能J:がある

規 lHするのがどのようなHT4tlのヨードか?
オーアシヨード!け組みかけらかなヨード

立法が公H目され立法が透明性を対つことを要求する
ようにオーブン,一 ドはオーブンな社会のAHt

規竹」のしやすさはコードの性質にななされオーラン
コードはその性質を変える 政府の規1可力を付J限す
る―法がコードの規制幼果についても考焔する必要
性がある

そうしたアーキテクチャ規Ⅲlによって 「‖J人の

こ択の奈地をlrAfするFV造Jが 与えられてこそ
白南が構築される

我々がより菩く生きるために そ うしたアーキ
テクチャを 「誰がどのように設計するべきかJ
が自覚10にPrmわれなければならない

ユピキタスコ:会の劇来によって我々が大いうる
ものは何か

ユビキタスHi会におけるアーキテクチャのF貨「|
について白比n3であるために 規却 ⅢⅢとtrf親いと

界の昴1合をlll対化できる視点
・ユピ■タス社会の外部のれ点 (ブアーチャルの

ブァーチャル化をさらにヴアーチャル化する視
点)が 研体されねばならない
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4つの規制方式
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